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1章. 業務概要 

 

1.1. 業務の目的 
優良大径材が秋田杉ブランドとして高額で取引された時代と変わり、現在では CLT1等の

高度加工に向けた並材の大量・安定供給の必要性が高まっているなど従来林業からの転換、

イノベーションが必要となっている。 また、高齢化や 3K（きつい、汚い、危険）といわれ

る労働環境により担い手の減少も問題となっている。 

これらの問題に対応するため大館市ではスマート林業2の推進に降り組んでいる。スマー

ト林業において着目されている ICT3の導入には技術とコミュニケーションの両面の取組が

必要であることが認識されてきた。そこで本業務では、大館地域でのスマート林業を推進す

るため、技術の普及を目的とする研修会開催と、地域の森林・林業関係者の意識改革を目的

とするワークショップ、講演会の開催を行った。 

 
図 1-1 スマート林業の推進のイメージ  

 
1 「Cross Laminated Timber」の略称。のこぎりで切り出した木の板（ひき板、ラミナ）を繊維方向が

直交するように重ねて接着したもの。大きな板で、床や屋根、家具などにも使用される。 
2 林業の人材不足・担い手不足解消のため、情報通信技術やレーザー測量技術などの先端技術を活用し

て、生産性や安全性の向上、コスト削減や効率的な森林管理を目指すもの。 
3 「Information and Communication Technology」の略称。情報技術（IT）を拡張した用語で、インタ

ーネット等による通信技術によって、様々な人やモノがつながる技術のこと。 

 技術 

ICT 等の先端技術を活用して、生産性を向上するとともに、林業を安全

で働きやすく、魅力ある職場として担い手の確保・育成を進める。 

目 

的 

ア
ク
シ
勒
ン 

ICT の周知・体験 

現場での ICT の実証・評価 

各社における ICT の導入 

関係者間等の 

コミュニケーション基盤づくり 

林業の構造変化、高齢化や３Ｋによる担い手の減少 
背 

景 

課題・対策の共有による合意形成 
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1.2. 実施概要 
本業務の実施概要は表 1-1 のとおりである。実施結果は参加者アンケートにより評価し

た。また、今後のスマート林業の発展・普及のためには ICT を扱う異業種と林業との連携

も必要になることから、今回は林業関係者に限定せず ICT 関連等の企業も含めて広く参加

者を募集した。 

 

表 1-1 実施概要 

実施項目 内  容 

研修会開催 

【第 1 部】「スマート林業に関わる機器に触れてみよう！」 

日時：令和 2 年 10 月 9 日（金）10：00～16：00 

 会場：AM ニプロハチ公ドーム 

    PM 大館曲げわっぱ 150 年の森（大館市岩瀬字内町口） 

 参加者数：26 名 

【第 2 部】「QGIS でデータを活用しよう！」 

日時：令和 2 年 10 月 23 日（金）10：00～16：00 

  会場：大館市中央公民館 

参加者数：18 名 

ワークショップ

開催 

「ICT で山仕事が楽しくなる！？」スマート林業ワークショップ 

日時：令和 2 年 11 月 17 日（火）10：00～16：00 

 会場：大館市北地区コミュニティセンター 

参加者数：16 名 

講演会開催 

スマート林業講演会 

日時：令和 3 年 1 月 29 日（金）14：00～16：30 

会場：ルネッサンスガーデンプラザ杉の子 

参加者数：42 名 

【基調講演】 

「デジタル変革（DX）による地方創生」 

～移動革命から構想する地域の未来～ 

株式会社日本総合研究所創発戦略センター  シニアスペシャリスト 

井上 岳一 氏 

【事例紹介】 

「スマート林業に向けた川上～川下の合意形成」 

いわき市森林組合 代表理事組合長 田子 英司 氏 

【事業報告】 

「スマート林業普及対策について」 

大館市産業部林政課木材産業係 千葉 泰生 氏 
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2章. 研修会開催 

 

2.1. 実施内容 
資源量調査手法（ドローン空中写真、地上レーザー、全天球写真）及び GIS 上でのデー

タの活用方法を実習する「スマート林業技術研修会」を開催した。研修会は 2 部構成とし、

第 1 部の現地実習で様々な機器に触れることでスマート林業への興味・関心を引き出し、第

2 部の座学で理解を深めるという狙いで構成し、別添資料のテキストに基づき実施した。 

 

2.2. 実施方法（第１部） 
 第 1 部の現地実習は「スマート林業に関わる機器に触れてみよう！」と題し、ニプロハチ

公ドーム（大館樹海ドーム）および大館曲げわっぱ 150 年の森（大館市岩瀬字内町口）にて

令和 2 年 10 月 9 日に実施した。実施箇所および当日の日程表をそれぞれ図 2-1、表 2-1 に

示す。 

 

 
図 2-1 現地実習実施箇所 
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表 2-1 研修会第 1 部日程表 

時間 内  容 

09:30 

10:00 

 

10:45 

受付開始 

開会 

研修内容の説明、最新 ICT 機器の紹介、ICT 機器の操作法の講義 

ドーム内へ移動 

ドローン操縦実習 

12:00 昼食 

大館曲げわっぱ 150 年の森へ移動 

13:30 

14:30 

 

15:15 

16:00 

ドローン自動飛行・自動撮影実習 

林内へ移動 

地上レーザー計測実習 

全天球写真によるビッターリッヒ法の実習 

閉会 

 

（１） 座 学 
ニプロハチ公ドーム（大館樹海ドーム）附属施設のパークセンターにおいて座学として研

修内容の説明、最新 ICT 機器の紹介、実習で用いる ICT 機器の操作法等の説明を行った。

最新 ICT 機器の紹介では、表 2-2 に示した現段階で開発中のものや安全管理や木材流通な

どの分野で活用できそうなものを紹介した。 

 

 

写真 2-1 パークセンターにおける座学の状況 
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表 2-2 紹介した最新 ICT 機器 

分

野 
機  器 概  要 

安
全
管
理 

キツツキハンマー 

携帯電話圏外やチェーンソーなどによる騒音下において、

LPWA4という通信技術を用い、遠隔からヘルメットに打音で

緊急事態等の合図を通知する仕組み。 

参考 URL http://rainbow.nttdocomo.co.jp/action/detail/184/ 

VR 研修 

360 度カメラで撮影された現場の様子を VR5ヘッドセットを

通して観ることにより、安全に林業の研修を行う。 

参考 URL https://www.alphacode.co.jp/news-events/20200707233314.html 

造
林
作
業
の
軽
労
化 

林業用 

アシストスーツ 

スーツの腰や膝に配置されたモーターを、足の裏の圧力センサ

ーや角度、加速度センサーのデータを用いて AI6で制御し、作

業者の傾斜面の歩行を支援する。2025 年の実用化を目指して

いる。 

参考 URL https://youtu.be/u9iQ97NgKl4 

有人飛行ドローン 

マルチコプター式の有人航空機であり、地形を問わずに人を移

動させることができる。2023 年の実用化を目指している。 

参考 URL https://youtu.be/xA9ah0zf9MQ 

高ペイロード 

ドローン 

最大 500 ポンド（約 225kg）の運搬能力を持つ大型ドローン

の試作機がテストされている。 

参考 URL https://japan.cnet.com/article/35113162/ 

https://www.boeing.com/features/highlights/2020/cargo-air-vehicle 

苗木運搬ドローン 

ドローン専用の昇降ウィンチを搭載し、運搬物が接地すること

により外れるフックと組み合わせ、苗木や軽量資材の運搬を自

動飛行で行うドローン。 

参考 URL https://mazex.jp/product/2030 

木
材
流
通 

自動運転トラック 

木材運搬トラックにモバイルネットワークを利用した自動運転

を組み込み、木材輸送を自動化する。実運用は未定。 

参考 URL https://japan.cnet.com/article/35122641/ 

木材検収システム 

スマートフォン等で椪
はい

を写真撮影すると、ディープラーニング
7を用いた画像認識によって単木の木口を認識してデータ化で

き、木材検収作業を簡略化できるシステム。 

参考 URL https://www.jitsuta.co.jp/mokuzai-system/ 

 
4 「Low Power Wide Area」の略称。少ない消費電力で広範囲や長距離の通信ができる無線通信技術の総

称。十～数十㎞以上離れた場所での通信や、乾電池などの乏しい電源でも数か月～数年稼働できる。 
5 「Virtual Reality」の略称で「人工現実感」や「仮想現実」とも訳される。人間の感覚器官に働きか

け、現実ではないが実質的に現実のように感じられる環境を人工的に作り出す技術。 
6 「Artificial Intelligence」の略称で「人工知能」と訳されるが統一的な定義は定まっていない。人間に

しかできなかった高度に知的な作業や判断をコンピュータを中心とする人工的なシステムにより行えるよ

うにしたもの。 
7 深層学習ともいわれ、人の手を介さずコンピュータ等の機器やシステムが大量のデータを学習して、デ

ータ内から特徴を見つけ出す技術方法。AI にも活用される。 
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（２） 実 習 
ドーム内でのドローン操縦実習では、ドローンを操作したことがない参加者も含めて操縦

の実体験を目的とした。 

 

 

写真 2-2 ドローンの操縦実習の状況 

 

午後には大館曲げわっぱ 150 年の森に移動し、皆伐箇所においてドローンの自動飛行・

自動撮影の実習を行った。簡易な操作により予め設定した通りに自動でドローンを飛行させ、

写真撮影させることができることの体験を目的とした。 

 

 

写真 2-3 ドローンの自動飛行実習の状況 
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その後、林内に移動して地上レーザー計測および全天球写真によるビッターリッヒ法8の

実習を行った。近年登場したこれらの機器を広く参加者に実体験してもらうことを目的とし

た。 計測の仕組みと機器の特性に応じた設置方法などを、参加者が自ら操作することで体

感できた。計測結果はその場でノートパソコンで見ることができた。 

 

 

写真 2-4 地上レーザー計測実習の状況 

 

 

図 2-2 計測された地上レーザーのデータ  

 
8 森林調査方法のひとつであり、林内のある 1 点に立って周囲を見回し、一定以上の太さに見える木の本

数を数えることで、単位面積当たりの胸高断面積合計を推定する方法。 



 

8 

 

 

 

写真 2-5 全天球写真によるビッターリッヒ法の実習の状況 

 

 

 

 

写真 2-6 撮影された全天球写真 
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2.3. アンケート結果（第１部） 
研修会の参加者 26 名中 21 名よりアンケートの回答を得た。年齢構成は、30 代が 10 名

と多数を占め、その他の年代は 1～4 名であった。若手の 30 代が中心の研修であったとい

える。職業別では林業関係が 6 割、林業関係以外が 4 割であった。 

 

 

 

図 2-3 参加人数、アンケート回答者の構成 

 

また、アンケートの設問は林業関係者を対象とするものと林業関係者以外を対象とするも

のを分けて作成した。 
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問１ 研修会の満足度について 

研修会の理解度は回答者 21 名中 19 名が「分かりやすかった」または「とても分かりや

すかった」と回答しており、概ね研修の内容や難易度は適切であったとみられる。一方、林

業関係者における有用性については、回答者 12 名全員が「活用したい」意向を示したが、

うち 9 名は「すぐにはむずかしい」と回答している。 

 

 

 

図 2-4 理解度および有用性 
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【林業関係者】問２ 本日の研修会で一番導入したいと思ったのは次のうちどれでしょうか。

また、よろしければ具体的な理由を自由記述欄に御記載ください 

今回の林業関係者の研修参加者で回答があったうち、実習を行った中で一番導入したい技

術は、ドローンが多数を占めた。理由としては、苗木運搬、測量、対象区域の確認など、多

様な用途が挙げられている。また、ドローンにより林内を歩く作業が減らせることや、全天

球写真により「蓄積把握が容易に行える」といった回答も、作業負担の軽減に寄与できるこ

とを示唆している。 

 

 

 

具体的な理由 

【「1. ドローン」を選択した方の理由】 

・ほか 2 つより、利用用途がある 

・苗木運搬や面積測量に使用したい 

・比較的導入しやすいと思った 

・作業区域の確認、林道先の災害箇所等の確認 

・歩くのが疲れるから 

【「2. 地上レーザー」を選択した方の理由】 

・施業ができる可能性を事業者に見せることができるので 

【「3. 全天球写真」を選択した方の理由】 

・林内の蓄積把握を容易に行えるため 

・実践検証を行った事がなかったから 

 

図 2-5 林業関係者の導入したい技術および理由 
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【林業関係者】問３ ＩＣＴの導入により効率化を図りたいと思う作業について該当するも

のを３つ程度選択してください。また、よろしければ具体的な内容を自由記述欄に御記載く

ださい 

ICT による効率化の要望は多くの作業種にわたっていた。今回の実習で用いた ICT 機器

で適用可能な立木調査のほか、外周測量や業務管理に対しても要望が多かった。理由にも人

手が少ないことや、そのための効率化・省力化が必要といったものが多くみられた。 

 

 

 

具体的な内容 

・ドローンでの苗木運搬 

・ドローンからのデータをそのまま現地で活用できれば、かなり作業が楽になる 

・映像で伐採すべき樹木や、間伐収入がリアルタイムで分かれば所有者へ説明しやすいと

思う 

・就業者が減ってきている中で機械で出来ることは機械でやりたい 

・人手のかかる作業を効率化できる 

・調査の簡便化・精度の向上と GPS 連動による計画書、図面の作成 

・事業の採算性を確保するには需要に基づいた施業方法の革命的変更が必要 

・手間が掛かるポイントだから 

・作業時間の短縮 

・時間短縮・作業軽量化 

・野帳の省略化、立木調査の簡素化 

 

図 2-6 林業関係者の ICT によって効率化を図りたい作業 
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【林業関係者】問４ 林業を推進する上で連携してみたい異業種、または魅力的に感じる異

業種について３つ程度御記載ください。また、よろしければ具体的な内容を自由記述欄に御

記載ください 

関心がある異業種は、ICT 活用に関わるもの（IT 企業、スマートウォッチ開発会社等）、

PR に関わるもの（映像関係、観光・行政）、材の活用に関わるもの（バイオマス発電、建設

業）などがみられた。 

 

表 2-3 林業関係者の関心がある異業種 

No. 関心がある異業種 具体的な内容 

1 ・映像関係 

我々は見慣れた光景だが、幼少から機械好きな私からすれ

ば、大自然を相手に先進的な機械で作業する映像を残す事

で、担い手不足を解消する一手になればと思う 

2 ・発電事業 
バイオマス発電や風力•水力発電など、山に関係したものが

多いから 

3 

・木質バイオマス発電 

・建設業 

・IT 企業 

需要の情報、作業道の作設協力、ICT 管理などで連携でき

ないか 

4 

・観光 

・行政 

・エネルギー 

木材需要の喚起のためには、木の魅力を発信する人と財源

が必要なので 

5 

・ｽﾏｰﾄｳｫｯﾁ開発会社 

・ガーミン 

・無線機開発会社 

無線機能が有り、特定の人物の現在地把握機能があるスマ

ートウォッチがあれば便利な上、持ち運びが楽 

6 

・iPhone 

・Android（携帯） 

・ワークショップ 

機械学習 AI を搭載した携帯で写真を撮り、自動で木口直

径を解析し、材積を計算する。普及により、作業短縮で材

積計算を作成出来るようになる。参加者が自主的に体験す

る講習会を開催することで、たくさんの人に林業に親しみ

を持ってもらう 

7 ・鉄道 伐採した木材を運搬に鉄道を利用したい 

8 

・航空業 

・優秀な製材所 

・建設業 

（記述なし） 
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【林業関係者以外】問２ 現在、林業分野への参入について検討されていますか？ 

また、よろしければ具体的な内容を自由記述欄に御記載ください 

今回の林業関係者以外の研修参加者で回答があったうち、約半数は林業分野にすでに参入

していた。それ以外の回答では「新たな提案を考えている」が多かった。 

 

 

 

具体的な内容 

【「1. すでに参入している」を選択した方の回答】 

・森林組合向け総合業務システム 

【「2. 新たな提案を考えている」を選択した方の回答】 

・苗木運搬ドローン 

・VR／360 度動画を使った教育としての VR 活用等 

・IT 機器の導入サポート、ソフトウェア開発など 

・ドローンを使用した林業の労働環境改善案 

 

図 2-7 林業関係者以外の林業分野への参入状況 
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【林業関係者以外】問３ 林業分野のうち次のどの分野への参入に興味がありますか？ 

また、よろしければ具体的な内容を自由記述欄に御記載ください 

間伐や植栽などの森林整備関係への関心がみられたほか、自由記述欄において苗木運搬関

係や業務全般のシステム化にも関心がみられた。 

 

 

 

具体的な内容 

・データ化された森林情報を活用した林業版生産管理システムの構築 

・苗木運搬 

・業務全般について効率化できるシステム提案 

・林業全体についてまだ把握できていないが、テクノロジー部分で役立て

ることがあれば協力したい 

・苗の運搬等 

 

「6. その他」の回答内容 

・森林管理 

・木材需要創出、木材活用促進のためのプロモーション 

・森林分野の IT 化。特に作業現場 

・IoT9で支援できる業務全般 

 

図 2-8 林業関係者以外の関心のある分野 

  

 
9 「Internet of Things」の略称で、モノのインターネットと呼ばれる。コンピュータなどの情報通信機

器だけでなく、様々な物体（モノ）に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり相互に通信するこ

とで、自動制御や遠隔操作などを行う。 
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【林業関係者以外】問４ 林業以外で参入のメリットがある産業、または魅力的に感じられ

る産業について３つ程度御記載ください。また、具体的な内容を自由記述欄に御記載くださ

い 

関心がある異業種には、具体的な内容から読み取れる内容も含めれば、AI やセンサー、

データを活用した農林水産業のハイテク化に関わるものがみられたほか、マーケティング、

行政、観光など多方面への関心がみられた。 

 

表 2-4 林業関係者以外の関心がある異業種 

No. 関心がある異業種 具体的な内容 

1 ・AI 
現状のシステムは改善の余地があり、精度向上や省略化

で AI を活用できるのでは 

2 

・コンテンツ制作ビジネス 

・採用関連事業 

・マーケティング／企業

ブランディング 

（記述なし） 

3 

・バイオマス発電 

・流通 

・合板 

川上から川下へ、異なる業務の情報をつなぐことが大き

な改善につながると考えられるため 

4 

・農業 

・石材 

・土木 

大館ならではの強み、秋田ならではの事業で外貨を持っ

てくることが重要だと考えます。素人から見ても、林業

などは周りにあるので、なにか新しい価値を作れるので

はと思い、最も林業に興味があります 

5 

・狩猟 

・農業 

・行政 

狩猟の檻のセンサー、IoT 機器を活用した温度・湿度管

理、行政の持つ情報のオープンデータ化 

6 

・測量 

・体験会目的の観光 

・データ作成による開示 

現在ドローンにおいては都道府県別で実施レベルに差が

ある為、秋田はアピールすべき実績や長所が十分にある

と思う 
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【全体】問５ 最後に全体を通しての感想やご意見がございましたら記載願います 

林業関係者の感想・意見にはドローンに関する内容が多く記されており、関心の強さがう

かがわれた。また、具体的な使用方法や応用的な研修を求めるものも散見された。 

 

表 2-5 研修全体を通した感想・意見（林業関係者） 

・ドローンは操作したことがなかったので、この研修で操作することができて大変良かっ

た。今後もこのような研修があればぜひ参加したいです。 

・ドローンの応用で自動飛行を学びたいと思った。OWL の映像データで未来を感じたが、

実際の山での作業に難が有ると感じた。 

・第 2 部の研修会で教わる内容かもしれないが、ドローンを使って出来ることをもう少し

詳しく教えてもらいたいと思いました。 

・ドローンの操作を体験し、そのすばらしさを実感しました。 

・質のいい材を出すために、施業の質を高めつつコスト削減に取り組む姿勢を学びました。 

・近場でこういった機会が無かった為、大館市限定ではなく近隣の市町村へも案内があっ

てよかった。機会があれば積極的に参加していきたい。 

・「スマート林業」という形式に魅力を感じている。しかし、本当に求めるスマートさに

はまだ遠い気もする。実際、今まで通りがいいと言う考えに至りそう。 

・貴重な体験が出来ました。今後もこのような研修会に進んで参加し、スキルアップ出来

るよう頑張りたいと思います。 

・座標と現在地の確認方法がありましたら教えていただきたい。 

・VR の映像作業を見てみたかったです。 

・最新機器の現場での活用をどのように実現しているのかを実際に見ることができ、大変

勉強になりました。 

・情報共有目的も含め現場を経験できるのはとてもいい経験になりました。 
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林業関係者以外の感想・意見には、実際に現場で触れたことによって、現場での活用イメ

ージにつながったとみられるものがあった。 

 

表 2-6 研修全体を通した感想・意見（林業関係者以外） 

・自動操縦に今回ライチを紹介いただいたが、他のアプリも紹介する機会があればよかっ

た。 

・分かりやすく、屋外での実習もあり、スマート林業を目指して取り組まれてる状況がわ

かって有意義でした。 

・地元にいて一部ではあるが、スマート林業に係る機材を作業現場で触れる事ができ勉強

になりました。森林組合を中心に業務システムを全国に向けて開発・販売してきました

が、地元 IT 企業として地元林業を ICT で支えていきたいと感じた。 

・地上レーザーに触れられてよかった。 

・今回の研修では、知識で得ていたものについて、実際に現地で触れて体験することで、

より明確なイメージを持つことができました。研修会実施にあたり、内容の検討や開催

準備など、大変だったと思います。大変ありがとうございました。 

・大変勉強になりました。スマート化への推進と現場浸透は大変かと思いますが、これか

らは重要な取り組みかと思うため、応援しております。 

・最新機器の現場での活用をどのように実現しているのかを実際に見ることができ、大変

勉強になりました。 

・情報共有目的も含め現場を経験できるのはとてもいい経験になりました。 
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2.4. 実施方法（第２部） 
第 2 部は「QGIS でデータを活用しよう！」と題し、大館市中央公民館にて令和 2 年 10

月 23 日に開催した。当日の日程表を表 2-7 に示す。 

午前の座学ではスマート林業の概要や第 1 部で用いた機器等について解説した。午後は第

1 部の現場で撮影されたドローン画像や現地写真を用いて、GIS で活用できることを実習し

た。 

表 2-7 研修会第 2 部日程表 

時間 内  容 

09:30 

10:00 

受付開始 

開会 

座学 

・スマート林業とは 

・資源量把握～施業提案に利用できる技術 

（ドローン、OWL、全天球カメラの原理・方法の解説ほか） 

・伐採～検収に利用できる技術（検収アプリ） 

・造林～申請・検査に利用できる技術（ドローンほか） 

12:00 昼食 

13:00 

 

16:00 

QGIS の実習 

（オルソ、OWL、座標付き写真の表示、全天球写真 等） 

閉会 

 

（１） 座 学 
スマート林業の概要や、資源量把握～施業提案に利用できる技術、伐採～検収に利用でき

る技術、造林～申請・検査に利用できる技術を紹介した。 

 

写真 2-7 座学の状況 
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第 1 部の現地実習で取得した地上レーザ OWL による材積と、全天球写真のビッターリッ

ヒ法による材積を比較した。地上レーザ OWL では、樹高補正後のプロット（300m2）内の

総材積は 12.8m3、ha あたり材積は 428.5m3/ha となった。全天球写真のビッターリッヒ法

では、現地で計測した平均樹高 24m を入力し、本数をカウントした結果 386.7m3/ha とな

った。 

 

 

図 2-9 地上レーザ OWL で計測した材積 

 

 

拡大 

拡大 

図 2-10 全天球写真ビッターリッヒ法で計測した材積 
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（２） 実 習 
QGIS の実習は 3 年目となるため、基本的な操作の説明は簡単に行い、第 1 部研修で計測

した地上レーザ OWL の立木位置データを同じく第 1 部研修で撮影したドローン画像に重

ね、立木を胸高直径の大きさ別に色分け表示を行う作業を行った。 

また、昨年度のドローン研修で撮影した造林地の画像を用い、伐採地の形状を GIS 上で

なぞり面積を計算するという、造林申請を想定した作業を行った。 

 

 

図 2-11 第 1 部研修で取得したデータを用いた図面作成 

 

 

写真 2-8 研修生が作成した図面 
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最後に、「ジオタグ（位置情報）付き写真」を QGIS に自動的に取り込んで表示する方法

を紹介した。現場で撮影した写真が QGIS に表示されることで、現場の位置と状況を一度に

把握することができるほか、説明資料などの作成にも効果があることを実習した。 

 

 

 

 
図 2-12 QGIS への写真の取り込みおよび表示 

 

このように QGIS などの GIS は、様々なスマート林業技術で取得したデータを使いこな

すために必須となる基礎技術である点について理解を深める内容とした。  

写真撮影地点を

地図上に表示 

クリックすると

写真を表示 
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2.5. アンケート結果（第２部） 
研修会の参加者 18 名中 15 名よりアンケートの回答を得た。年齢構成は、30 代が 8 名と

半数以上を占め、その他の年代は 1～2 名であった。若手の 30 代が中心の研修であったと

いえる。 

 

 

 

図 2-13 参加人数、アンケート回答者の構成 
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問１ 研修会の満足度について 

研修会の理解度は回答者 15 名中 12 名が「わかりやすかった」または「とてもわかりや

すかった」と回答しており、概ね研修の内容、難易度は適切であったとみられる。有用性に

ついては 13 名が「活用したい」または「活用できる」意向を示したが、うち 3 名は「すぐ

にはむずかしい」と回答している。 

 

 

 

理解度・有用性で「3」、「4」を選択した方の主な理由 

・研修で学んだことがまだ活用できるまでむずかしい。このような研修に進んで

参加し勉強していきたい。 

・内容についていけなかった 

・運用が難しい 

 

図 2-14 理解度および有用性 
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問２ 本日の研修会で関心のあった講義内容は次のうちどれでしょうか（複数回答可）。また、

よろしければ具体的な理由を自由記述欄にご記載ください 

今回の研修会で、最も関心があったものの上位 3 項目は QGIS の実習、伐採～検収に利

用できる技術、全天球写真によるビッターリッヒ法の実習であった。研修会の主題であった

点から QGIS への関心が最も高かったとみられる。 

 

 

 

具体的な理由 

・QGIS について新しい使い方を知る事が出来たのでよかった。 

・境界に座標値を応用したい。 

・検収に利用できる技術も体験してみたいと思いました。 

 

図 2-15 関心があった講義内容 
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問３ 本日の研修会を受けて今後導入してみたいと思った技術はありましたか（複数回答可）。

また、よろしければ具体的な理由を自由記述欄にご記載ください 

選択肢の回答によれば今回の研修で主に取り上げたものが選択される傾向があったが、特

に比較的導入コスト（技術・金銭）が低いとみられるものが、多く選択されたと思われる。 

 

 

 

【「7. 既に活用している技術がある」を選択した方の記載内容】 

・QGIS 

【具体的な理由】 

・これらの技術が使いやすいサービスを提供したい 

 

図 2-16 今後導入してみたい技術 
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問４ 今回の研修会で印象に残ったこと、全体を通しての感想やご意見、さらに、今後研修

会を開催していくにあたって取り上げてもらいたいと思うテーマ、課題等がございましたら

お聞かせください 

「もう少しゆっくりな説明だと良かった」、「経験者と未経験者で学習内容を分けてほしい」

という意見があり、難易度や進行ペースについて課題がみられた。 

 

表 2-8 研修全体を通した感想・意見 

・もう少しゆっくりな説明だと良かった。大変参考になりました。ありがとうございま

した。 

・杉皮の処理など。 

・経験者と未経験者で学習内容を分けてほしい。 

・QGIS を初めて操作しました。体験できて良かったです。ただ話を聞くよりも操作し

てやってみることができたのでとても良かったです。また参加したいと思います。 
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3章. ワークショップ開催 

 

3.1. 実施内容 
大館地域の林業における課題解決に向けて森林・林業関係者が主体的に取組むためのワー

クショップを開催した。今後のスマート林業の普及のためには、ICT を扱う異業種との連

携も必要となることから、ワークショップを通じて相互理解を深めることも狙いとした。 

 

3.2. 実施方法 
 ワークショップは「大館の林業を ICT で元気に！何ができる？」と題し、大館市北地区

コミュニティセンターにて令和 2年 11月 17日に実施した。当日の日程表を表 3-1に示す。 

 

表 3-1 ワークショップ日程表 

時間 内  容 

09:30 

10:00 

 

10:20 

受付開始 

開会 

研修の位置づけ、全体の流れ・ルールの説明 

小グループでの話し合い 第 1 ラウンド 

小グループでの話し合い 第 2 ラウンド 

小グループでの話し合い 第 3 ラウンド 

アイデアの付箋への書き出し 

12:10 昼食 

13:30 

14:00 

15:00 

15:30 

16:00 

アイデアのテーマ分け 

ポスター作り 

ポスター説明、ギャラリーウォーク 

全体振り返り、アンケート回答 

閉会 

 

 ワークショップはワールド・カフェ形式にて実施した。ワールド・カフェは少人数での話

し合いが基本でありながら、メンバーを入れ替えることでより多くの参加者の意見に触れて

テーマを深めることができるという手法である。概要は次頁に示すとおりであり、実際の人

の動きのイメージを図 3-2 に示す。 
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ワールド・カフェの概要 

 

ワールド・カフェは、どのような課題に対しても、全ての参加者が自らの中に対処でき

る知識と創造性を、既に持っているという考え方を前提として、集合的な知識の創造と共

有をごく自然に促すプロセスとして設計されている。 

ワールド・カフェでは、カフェのようなリラックスした雰囲気の中で、決められたテー

マについて集中した話し合いを行う。通常、4～5 人の小グループに分かれて対話を行う。

対話は、メンバーを替えて 3 ラウンド行う。各ラウンドの時間は 20～30 分である。小グ

ループでの対話の後、全体セッションを行う。 

 

 

図 3-1 ワールド・カフェの標準的なプロセス 
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図 3-2 ワークショップにおける人の動きのイメージ  

Ａ Ｂ 

Ｃ Ｄ 

Ｅ Ｆ 

Ｇ Ｈ 

Ｉ Ｊ 

Ｋ Ｌ 

Ｍ Ｎ 

Ｏ Ｐ 

＜ＡＭ：ワールドカフェ＞ 

第１ラウンド 

Ｇ Ｂ 

Ｉ Ｍ 

Ｊ Ｆ 

Ｃ Ｎ 

Ｈ Ａ 

Ｏ Ｌ 

Ｍ Ｅ 

Ｋ Ｄ 
第２ラウンド 

Ａ Ｂ 

Ｃ Ｄ 

Ｅ Ｆ 

Ｇ Ｈ 

Ｉ Ｊ 

Ｋ Ｌ 

Ｍ Ｎ 

Ｏ Ｐ 

第３ラウンド 

全体セッション 

※網掛けは移動せず 

残ったメンバー 

＜ＰＭ：ポスター作り＞ 

Ｆ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｃ Ｄ Ｅ Ｌ Ｍ Ｎ 
Ａ Ｂ Ｏ Ｐ 

Ｇ アイデアの 

テーマ分け 

※若手がテーマ 

分けを進行 

全員で意見を確認 

ポスター作り 
Ｂ 

Ｐ 

Ｅ Ｈ 

Ｊ 

Ｃ Ｆ Ｇ 

Ｌ Ｎ 

Ａ Ｄ Ｉ 

Ｋ Ｍ Ｏ 

テーマ別に分かれてポスターを作成 

後に各グループから１名がポスターを説明 
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ワールド・カフェの各ラウンドではグループ内で活発に意見交換が行われ、林業関係者が

異業種の参加者に林業の現状・課題を熱心に説明する様子がみられた。 

 

 

写真 3-1 小グループでの話し合いの状況 

 

 

写真 3-2 メンバー入れ替えの状況 

 

話し合いの過程で生まれた気づき・アイデア等は逐次、各テーブルに用意された模造紙

へ自由に書き込むこととし（写真 3-3～写真 3-6）、小グループセッションの終了後に模造

紙から得られたアイデアを付箋に書き出した（写真 3-7）。 
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写真 3-3 書き込まれた模造紙（A 班） 

 

 

 

 

写真 3-4 書き込まれた模造紙（B 班） 
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写真 3-5 書き込まれた模造紙（C 班） 

 

 

 

写真 3-6 書き込まれた模造紙（D 班） 
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写真 3-7 付箋に書き出されたアイデア 

 

付箋に書き出されたアイデアは、若手の林業関係者が進行役となって参加者全員でテー

マごとに分類して整理した（写真 3-8～写真 3-11）。分類された結果を表 3-2～表 3-3 に

示す。 

 

 

写真 3-8 アイデアのテーマ分けの状況 
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写真 3-9 テーマ分けされたアイデア（その 1） 

 

 

写真 3-10 テーマ分けされたアイデア（その 2） 
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写真 3-11 テーマ分けされたアイデア（その 3） 

 

表 3-2 アイデアの分類結果 

テーマ 主なアイデア 

ドローン 

・下刈りに活用 ・薬剤散布 ・防水ドローン 

・ドローンを活用した下刈り専業の林業 IT ベンチャー 

・ドローンで運搬（架線集材の部品、苗木） ・境界確認 

若い人の 

参入を促す 

・人手不足 ・高齢化 ・若い人が少ない ・若い人に魅力を伝える 

・伐倒の達成感 ・林業体験の充実 ・林業のアニメや漫画 

・「移住」＋「クラウドファンディング」で人手不足解消 

造林はつらいよ 

・伐採は若い人が入っている、造林は高齢者がやっている 

・造林高性能機械 ・下刈りをルンバなどで機械化 ・開発コンテスト 

・「造林」部分をビジネスとして成立させるアイデア求む！ 

安全・事故防止 
・死亡率が高い ・事故の原因は油断 ・無人化による危険作業の回避 

・事故報告のビッグデータ化 ・過去のデータ分析 ・危険予測の AI 
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表 3-3 アイデアの分類結果（つづき） 

テーマ 主なアイデア 

ICT 化の壁 

・高齢者やコンピュータが苦手な人には難しい 

・ICT 化のコストとメリットが見えにくい 

・林業はベテランの経験値が重要。ICT でこれをカバーできるか？ 

・言語化して明確にするところからでは 

・精度や値段に対する不安 ・林業はアバウトな世界。精度は必要？ 

・傾斜地が多い ・日本と海外の地形の違い 

コスト 
・コスト管理が浸透していない？ ・構造・仕組みのシンプル化 

・まずは小さな改善から 

 

分類された各テーマについて参加者もそれぞれの関心のあるものに分かれ、各テーマの

アイデアをまとめたポスターを作成した（写真 3-12～写真 3-16）。作成したポスターは

それぞれ 1 名が説明し（写真 3-17）、さらにギャラリーウォークとして、各自が自由に見

る時間を設けた（写真 3-18）。 

 

 

写真 3-12 ポスター作りの状況 
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写真 3-13 作成されたポスター（その 1） 

 

「ドローンで大儲け！」の発表概要 

・林業の一連の作業の中で育林の過程が一番大変になると考えたので、ドローンに育林の

手伝いを任せてみようと思ったのがアイデアの始まりです。 

・話し合いの中で、防水ドローンが市場に出ていることが分かったので、こうしたドロー

ンを使えば雨の日でも作業中止になることはありません。物を運ぶだけでなく、GPS を

搭載しているので上空から境界を見つけたり、作業範囲の確認ができます。 

・他業種の参加者と話してみて面白かったアイデアは、意欲のある人が集まって下刈り専

門の会社やドローンを使った造林専業の協力会社を作ることです。こうしたビジョンが

実現できるならば、ICTの壁として挙がっている機材購入のコストを抑えたり収益の還

元を実現できるのではないかと思います。 
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写真 3-14 作成されたポスター（その 2） 

 

 

「ICT 化の壁を破れ!!」の発表概要 

・ポスターの中央には ICT 導入に立ちはだかる壁が立っています。ICT を簡単に導入で

きない理由として、壁に赤字で書かれているような高齢化による操作の難しさや機材コ

ストといったことが考えられます。 

・将来的に自動作業ロボット等が現れるのであれば、課題として挙がっているような人材

不足の解決や、自動作業による危険が伴う仕事の解消につながっていくと思います。 

・こうした ICT の技術によって、「若手の確保、安全で楽しい作業、収益の還元」のメリ

ットをもたらし、壁の先にあるような明るい林業の未来を描けるのではないでしょうか。 
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写真 3-15 作成されたポスター（その 3） 

 

 

「山へ行こう!!」の発表概要 

・人手不足の課題にフォーカスし、多様な人に興味を持ってもらうため「山へ行こう!!」

と題して理想的な解決案やアイデアを寄せ書き風に書き出しました。 

・インターネットを活用した林業系ユーチューブチャンネルの開設や伐採の VR 体験な

ど、現場に出なくとも多くの人に林業を身近に知ってもらうためのアイデアが出ました。 

・一方で実際に身体を動かすような体験として、マタギ体験や林家への住み込み型の伐倒・

機械運転作業など、自然のなかで仕事をする林業の魅力を知ってもらえるようなアイデ

アも出ました。 

・子供や若者にも興味をもってもらうためにも、これまでなかった林業を舞台とした小説

や漫画が出てくることで、幼いころから林業に慣れ親しんでほしいと思います。 
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写真 3-16 作成されたポスター（その 4） 

 

「造林はつらいよ」の発表概要 

・林業の課題に対して、明るい解決策を提示したいという参加者皆さんの気持ちは分かり

ますが、現場で働く身として現状が深刻であることをもっと知ってほしいです。 

・木を伐って売っていくという生産の仕事は、高性能機械の開発と普及によって仕事の省

力化が進んでいます。一方、生産に至るまで木を育てていく造林の仕事は、何十年前か

らずっと草刈機による人力作業のままで、作業も非常に大変でつらいです。 

・最近になってポット苗と植え付け用器具が登場しましたが、多少の省力化になるものの

苗や器具の運び出しなどの作業者の負担は依然として大きいままです。 

・何十年先の未来の作業者が今の自分達を笑ってくれるような技術の更新、高性能機械の

開発が望まれます。「造林は未来を育てる仕事」と書きましたが、木を育てるだけでは

なく、造林の仕事そのものの未来が育ってほしいと願っています。 
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写真 3-17 ポスター説明の状況 

 

 

 

 

写真 3-18 ギャラリーウォークの状況 
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3.3. アンケート結果 
ワークショップの参加者 16 名全員よりアンケートの回答を得た。年齢構成は、30 代と 40

代が 4 名ずつであったが、他の年代も 1～3 名の参加があり年齢の偏りは少なかった。 

 

 

 

図 3-3 参加人数、アンケート回答者の構成 
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問１ 普段の業務へのＩＣＴ活用につながる話題や有用性を感じる発想・発見はありました

か 

ワークショップの有用性は回答者 16 名中 14 名が「とてもあった」または「多少あった」

と回答しており、概ね有用性はあったとみられる。具体的な内容からはドローンについての

関心がみられたほか、他者の話、アイデアが聞けたことが挙げられていた。 

 

 

 

具体的な内容（自由記述） 

【「1. とてもあった」、「2. 多少あった」を選択した方の回答】 

・現場における課題についてあまりよく知らなかったが、多くの人の話が聞けて参考になっ

た。有用性を感じた 

・ドローンの活用や、それ以上のニーズが聞けた 

・ドローンで苗木を運ぶ 

・今はなかなか難しいかもしれませんが、近い将来 ICT を活用していく時代がすぐそばま

で来ているように感じました 

・造材部分の活性化にまつわるところに、さまざまなアイデアが出たと思います。（”基金”

的なとりくみなど） 

・普段会社の課のメンバーと話していたことが、今回の話題にもあがってきた 

・ICT の活用についてはまだ踏み込んだ話までは行けなかったと思う 

・みんなで集まって専門組織を形成することで、ICT の活用手法が具体化するかもしれない 

・ドローン座標、現在地 

・山に登る時道具とか重い物を運べる機械があったら便利だと思った。もしこれからの未来、

今の自分では想像つかない物が作れたらいいと思った 

・ドローンの活用方法や下刈への機械の導入は有効性があると感じた 

・「生産」は比較的 ICT 化が進んでいるが、「造林」はまだまだ進んでおらず、現場の率直

な声、高性能造林機械に対するニーズが聞けてよかった 

・ワールドカフェ中での「事故報告をビックデータとしてまとめ、AI が危険予知」という

アイデアが実現可能性が高い 

【「3. どちらともいえない」、「4. あまりなかった」を選択した方の回答】 

・どちらかというと ICT については後ろ向きな話が多かった 

・ICT 活用の前にまずは先行事例をキャッチアップすることに活かすべきだと思った。でな

いと、いつまでも地に足がつかない気がする 

 

図 3-4 有用性の有無について 

  



 

45 

問２ 今回は「ワールドカフェ」という手法でワークショップを進行しましたが、感想をお

聞かせください 

「ワールドカフェ」手法の感想については、回答者 16 名中 14 名が「とてもよかった」

または「まあまあよかった」と肯定的な回答を得られた。一方、それ以外の回答からは「苦

手な方に対しては進行者の方でフォローすべき」との意見もあった。 

 

 

 

具体的な内容（自由記述） 

【「1. とてもよかった」、「2. まあまあよかった」を選択した方の回答】 

・これまで経験がなく半信半疑でしたが、以外とスムーズにそれぞれの意見が出て参考になった 

・全グループの意見が聞けるのがよかった 

・比較的小人数だったので、まとまりがあった 

・話が盛り上がると時間がくる。現状説明で終わる 

・とても楽しかったです。普段違う会社の方と話す機会が少ないため、情報をワールドカフェという

形ででき、自分なりに考えさせられました 

・班をまわることでより幅の広いディスカッションができた 

・初めて参加し、話合い等で上手く参加できるか不安だったが、楽しく取り組むことができた 

・初めての経験で新鮮だった。衝突を回避するシステムで、人によっては本音を言えないかも 

・いろいろな意見が聞けたこと 

・様々な意見があり、とても勉強になった 

・一人が残ってほかの班の人と情報を話し合うのはやったことがなかったが、違う考えが聞けておも

しろかった 

・節目節目で話した内容を説明することになるため、各メンバーが自発的に考えをまとめて話すこと

ができた 

・思いもよらない意見が出てくる。意見出しはスムーズであったが、グループ分け以降の進行は工夫

が必要かな 

【「3. どちらともいえない」、「4. あまりよくなかった」を選択した方の回答】 

・積極的に発言してくれている人は良かったが、苦手な人が出てきた時にグダグダな感じになってし

まうので、そこは進行者の方できちんとフォローしてあげてほしかったです 

・ワールドカフェもその道のプロや精通している人が行うべき。正直内容が良くなく、フォローした

り余計に疲れてしまった 

 

図 3-5 ワールドカフェの感想 
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問３ 今回のようなワークショップ（同世代・同業種・異業種等との集まり）を継続したい

と思いますか 

ワークショップを継続したいかという問いに対し、回答者 16 名中 14 名が「とてもそう

思う」または「多少そう思う」と、継続に肯定的な回答であった。 

 

 

 

具体的な理由（自由記述） 

【「1. とてもそう思う」、「2. 多少そう思う」を選択した方の回答】 

・たまにはいいと思う 

・現場の話は貴重 

・自分というより、人にすすめたい 

・色々な考えを伝えられる。色々な方向から物事を見れる 

・情報交換するという意味でもこのワークショップは継続してもいいと思います。交流にも

つながるので、いいと思いました 

・林業の実際の課題をリアルに感じながら、異業種ならではのアイデアを出し合うことがで

きるから 

・同世代の人と集まって話す機会はないため 

・同業種・異業種等 

・同じ業種の方と話せたのはいい機会だと思いました 

・色々な人と関われるのでいいと思った 

・自由でおもしろい考えがたくさん出てきて、実用可能なものもありそうなのでこれからも

継続していきたい 

・アイデア出しに活用できそう 

・自分からは想像つかない意見や現場を知った。生の声が貴重だった 

【「3. どちらともいえない」を選択した方の回答】 

・専門用語を伝えることに時間がかかる 

・正直自分の関わり方が難しく、事業としてどう展開できるか中々見えてこないので大変で

した。林業への理解を深めたり、地域の課題に向き合う時間としては有意義なのですが、

事業化を具体的に考えるには及ばないので… 

 

図 3-6 ワークショップの継続について 
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問４ 他の参加者との交流についてお聞かせください 

交流の有無については、回答者 16 名中 12 名が「名刺交換を行った」または「ビジネス

上での相談をした」としていた。具体的な内容に「前回のワークショップでも会っており、

話がはずんだ」といったものがあり、問 3 の回答に関連してワークショップ等の機会を多く

設けることによって交流が深まることが示唆された。 

 

 

 

具体的な内容 

【「2. 名刺交換を行った」を選択した方の理由】 

・若い人の意見を聞くのはよかった 

・他社の特色などを教えて頂きました 

・前回のワークショップ等で顔を合わせていたこともあり、話がはずんでとてもたのし

かった 

・ＩＴ業者同士の交換はあったが、林業従事者の方も関わり方がわからないのではと思

いました 

【「3. ビジネス上での相談をした（する予定）」を選択した方の理由】 

・ドローン導入希望の方がいらしたのでフォローしていきたい 

・ドローンについての可能性や防水型のドローンなどの情報を詳しくお聞きした 

 

図 3-7 他者との交流について 
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問５ 一番心に残ったことや、新たな気づきがあれば、教えてください（自由記述） 

自由記述には他者との交流に関する記述のほか、造林の高性能林業機械に対するニーズや、

高性能林業機械のメーカーとの交流希望、協力会社との連携の必要性など、今回のワークシ

ョップによって得られた新たな発想などが記されていた。 

 

表 3-4 ワークショップの感想等 

・再造林の必要性は度々聞いていますが、現場で実際作業する人は想像以上に過酷だというこ

とで、理想と現実のギャップがわかった。 

・木は切るけど植林をしない。下刈が大変そう。 

・それぞれ悩みなどお持ちだなあと思った。現状のデータで説明のあった日本の問題点は深刻

だなと思った。 

・現場人と他業種の考えはやはり違う。しかし、だからこそ気が付く点があったり発見があっ

たりする。逆に同業種はあるある話でああしようこうしようがない点、今回は刺激があった。

林業経験がない業者からは、林業高性能機械の(コマツ、CAT、TCM など）の参加もお願いし

たい。彼らとの話もしてみたい。 

・会社は違っても同じ悩みを持っていたことにおどろきました。話せることを聞くことの大切

さに気づきました。ありがとうございました‼ 

・「造材」がおかれている現状。実際の従事者の生の声を聞くことができたのはとても有意義

でした。ますます林業が魅力的に感じました。あと林業大学の学生さんの参加もとてもよか

ったです‼ 

・森林組合様向けのパッケージを普段作っており、林業の仕事についてあまり知識がなかった

が、今回様々な知識を身につけることができた。 

・人手不足や高齢化などはどこの林業会社も程度の差こそあれ同じようだった。異業種の人の

意見をもっと聞きたいので、このような取組は今後もあってよいと思う。造林高性能林業機

械が現実化するまで、交流の輪を広げていければと思います。 

・千葉さんのプレゼン上手すぎ。 

・他のチームの絵を使ったポスターが上手でした。 

・ＩＣＴを活用していく上で、会社単体では難しいと思う。協力会社との連携が必要と感じま

した。 

・林業には「切る／植える］の２つがあって、それぞれに必要なアプローチがまるで違うよう

だ。（ひとくくりに捉えていた） 

・自分は今までこのような機会が無かったので、いい経験になりました。 

・班で協力して意見を出し合うのは貴重な考えだった。また参加したいと思った。 

・漫画で若手を取り込み案や、造林向けのメカ開発等すぐにでも実現可能な気がする。伐倒が

快感という林業学校の生徒の声は原点にたち返る気がする。 
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4章. 講演会開催 

 

4.1. 実施内容 
スマート林業の先進事例等の普及のための講演会を開催した。 

 

4.2. 実施方法 
 講演会はルネッサンスガーデンプラザ杉の子にて令和 2 年 1 月 29 日に実施した。当日の

日程表を表 4-1 に示す。コロナ禍の影響で県外から参加の演者 2 名については Web 会議シ

ステム（Cisco Webex）を用いてリモート形式にて講演を行った。 

 

表 4-1 講演会日程表 

時間 内  容 

13:30 

14:00 

14:05 

 

受付開始 

開会 

基調講演「デジタル変革（DX）10による地方創生」 

～移動革命から構想する地域の未来～ 

株式会社日本総合研究所創発戦略センター  シニアスペシャリスト 

井上 岳一 氏 

15:10 

 

事例紹介「スマート林業に向けた川上～川下の合意形成」 

いわき市森林組合 代表理事組合長 田子 英司 氏 

15:50 

 

事業報告「スマート林業普及対策について」 

大館市産業部林政課木材産業係 千葉 泰生 氏 

16:30 閉会 

 

 各講演等における状況を写真 4-1～写真 4-3に、要旨や質疑応答などの内容を表 4-3～表 

4-8 に示す。 

  

 
10 DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、進化し続けるテクノロジーが人々の生活を豊かにし

ていくという概念。ビジネスにおいては、データやデジタル技術を活用することにより、サービスやビジ

ネスモデルを変革し、組織の競争力を強化すること。 
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表 4-2 基調講演「デジタル変革（DX） による地方創生」の要旨 

日本は各地に多様な暮らしがあり、それを持続可能にするためには技術革新が必要。大

変革の時代、モビリティ業界で注目されているのは CASE11と MaaS12。 

MaaS はアプリを使って経路検索、予約、決済ができる仕組み。スマホ１つでどこにで

も行ける。フィンランドでは、交通機関の定額乗り放題サービスも始まっている。これま

では、事業者の都合にユーザーが合わせていた。MaaS は、個別のニーズに最適化された

パッケージを提供する。需要側と供給側に橋をかけてつなげるのが MaaS の本質。 

移動はあらゆる業界に関係しており、各業界から注目されている。アプリで配車し、工

事現場に車を乗り捨てられる「建設 MaaS」や、路線バスの代わるオンデマンドによる配

車サービス等が試験的に始まり、コストダウンと満足度アップに成功している。MaaS に

よって、垣根を越えたつなぎ目のないサービスの提供、需給調整、異業種との連携、デー

タに基づいたまちづくり、交通計画の作成が可能となる。 

デジタル技術には、今後の人口減少によって生まれる物理的、空間的な隙間を埋め、分

散化したニーズへ対応することが期待される。ただし、技術を導入するだけでは解決は難

しい。双方向の関係作り、新たな価値の創造が求められる。人とのつながりを駆使し、イ

ンターネット上で作った雑誌が１万部を売り上げ話題となっている。 

オーストリア政府は木材の流れを調べ、川中の重要性に気づき整備を始めている。利益

が相反する川上、川中、川下の団体による私利を越えた取組みや、国民を巻き込んだ円卓

会議も行われている。議論によって人間関係を構築したうえで IT 化やスマート化を仕掛

けることで、効率的かつ持続可能な供給体制が可能となっている。 

また、小田原では、協議会の若い世代でつながったことで、地元の木に付加価値をつけ

製品化するなどの新しい試みを始めている。人がつながることで物がつながる。 

立木価格２倍を保証している工務店では、情報をみえる化し共有することで川上から川

下をつなぎ、山元に利益が落ちる仕組みを作った。川上・川中・川下が出資した会社がサ

プライチェーンの管理をしている。運命共同体になることにより、利害を越えてより良い

林業を目指す。そのときにうまく IT を使えば良い。 

CASE から学ぶことは、「Shaerd」と「Connected」。高性能林業機械や運材トラック等

をシェアして効率化する。また、IT を使って森林資源を把握して見える化し、ユーザー

や情報とつながる。MaaS では、MaaS オペレーターが川上の事業者と川下のユーザーを

つなぐ川中になっている。木を買いたい人がいてもネット上に情報がないという状況があ

る。インターネットによる発信や双方向コミュニケーションにより、業界やユーザーとつ

ながることで変わっていく。発信することで、移住者を増やしている地域もある。 

縄文人は渡来人と彼らの技術を受け入れ、新しい時代を迎えることができた。現在も人

口が急減し大きな変革の時代にある。林業の世界でも地方でも、内向きにならず、新しい

技術を受け入れ、人とつながることで成長していく。 

 
11 Connected（通信機能）、Autonomous（自動化）、Shared & Services（共有利用サービス）、Electric
（電動化）の頭文字をとった造語。メルセデス・ベンツ社が提唱した中長期戦略。 
12 「Mobility as a Service」の略称で、ICT を活用して移動にかかわる交通サービスを統合し、公共交通

か否か、またその運営主体にかかわらず、一括して検索、予約、決済できる仕組み。 
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写真 4-1 井上氏の基調講演の状況 

 

 

表 4-3 井上氏の基調講演における質疑応答 

Ｑ：林業の現場で注目している技術があったら紹介してほしい。 

Ａ：林内を 3 次元でレーザー計測する小型の機器「OWL」は、立体図、地形、材積等の

情報をデータ化でき、リモートセンシングより精度が高い。資源を把握し、デジタル

上でシミュレーションすることにより森を誘導していくことができる。オーストラリ

ア、スイスやドイツでは、モニタリングを継続し、リアルな情報に基づいた計画を立

てている。デジタルツールを使って変化を観察しながら森作りを続ければ森は変わる。 

 

Ｑ：川上から川下の流れを作るオペレーターの役割はどこが担ったら良いか。 

Ａ：特定の業界がオペレーターになると自らの利益を優先してしまう。共同で出資した会

社、ベンチャー企業などが舵取りをするなど、中立性が重要。 
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表 4-4 事例紹介「スマート林業に向けた川上～川下の合意形成」の要旨 

森林組合に勤務して、山積していた課題を解消するため、まず川上側の改善に取組んだ。

森林整備の各種制度や木材の市況の情報提供、施業の提案、座談会等により、一度山から

離れてしまった森林所有者の目と気持ちを取り戻すよう努めた。しかし、森林組合のみの

役目では限界も思い知らされた。一方、川上から川下の関係者や行政と会議や酒席での激

論を重ねたことで、それぞれの立場の現状に対する懸念や不安を共有できた。その打開策

を探るために「いわき市持続可能な森林・林業推進会議」を立ち上げた。 

川上の課題は認証林の拡大だが、森林組合が認証を取得しているため、所有者の自伐林

家が自分で認証林から木材を出荷した場合は認証材として扱われないという現状がある。

価格差がないため対応も進んでいない。川中では、土場から木材市場までの運搬、荷降ろ

し、配列、製材所が購入した材の積み込み、製材所への運搬といった集材・運材の流れの

効率化が課題となっている。川下では年間を通じた材の安定供給や大径材や特殊材の情報

共有などが課題となっている。 

今回のスマート林業の取り組みの全体目標は、認証材を木材市場経由で製材所に直送す

る新たな森林認証 SCM13を構築し、取引量を 1000m3 以上とすることとした。今では山

土場から CoC14認証を取得している製材所へ材を無選別で直送している。仕分けと材積確

定は製材所の選別機で行われ、そのデータが木材市場を経由することにより精算となる流

れができている。製材所までの運賃は森林組合が負担することとし、木材市場でかかって

いた配列などのコストは製材所が自前で仕分けと検知を行うことにより担っている。木材

市場は精算を扱うのみとして手数料を下げてもらい、3 社で協定を結んだ。 

GPS や準天頂衛星を利用した測量の実証も進めている。正確な位置情報を低コストで

得て認証林の境界を確定することで、航空レーザーのデータを元に材積や地形情報の把握

が可能となる。林況に応じた施業提案や森林整備につなげると共に、集約化も目指してい

る。クラウドによって川中、川下と出材時期や材積、材の特徴などの情報も共有し、情報

不足による建築における「木を使うと高くなる」という共通認識を変えていきたい。 

認証材証明によりトレーサビリティを明確にし、一般材との差別化を図ることで、環境

に優しく現場で働く人の安全も担保している認証材が、お客様に選択されて購買されると

ころまでもっていきたい。計画的かつ安定的な素材生産の実現により、製材所と価格協定

を締結し、森林所有者への還元を目指していくことが我々の大きな命題である。 

現在の木材産業への追い風を地域全体で前進させていきたい。幸い、いわき市では「い

わき市産木材利用推進条例」の制定を今年度中を目指して頑張ってもらっている。現場の

我々もその動きを加速できるよう川上から川下まで一体となって取り組んでいきたい。 

大館には先進林業地ならではの悩みや課題もあると思う。全ての関係者が本気で思いを

カタチにし、持続可能な森林の維持や産業の確立を目指した意気込みが問われている。 

 
13 「Supply Chain Management」の略称。供給を担う物流システムをある 1 つの企業内に限定すること

なく、複数の企業間で統合的な物流システムを構築し、経営の成果を高めるためのマネジメント手法。 
14 「Chain of Custody」の略称。直訳すると監視の連鎖であり、ここでは認証製品が消費者に届くまで

の加工・流通過程において未認証製品と分別されていることを指す。 
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写真 4-2 田子氏の事例紹介の状況 

 

 

表 4-5 田子氏の事例紹介における質疑応答 

Ｑ：取組みが一時的なものにならないようこころがけていることは。 

Ａ：組合長になり、川中、川下、それぞれが抱える問題を把握でき、川上だけでの問題解

決力は難しいと感じた。本音をさらけ出した話し合いにより、認証材の無選別直送も

実現した。製材所では柱の材以外は要らないが、よそに振り分けてくれることに。お

互いを尊重した関係づくりが欠かせない。 

 

Ｑ：次の世代はどのように育てているか。 

Ａ：担当以外に若い職員にも携わらせている。やりがいや新たな目標を与えることも必要。 
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表 4-6 事業報告「スマート林業普及対策について」の要旨 

大館市は林業成長産業化地域に選定され、成長産業化の体制づくりを図っている。過去

20 年で大館市の林業の従事者数は半減するとともに、1 人あたり 423ha（ニプロハチ公

ドーム 325 個分）の広大な土地を管理する状況となっている。立木の伐採は高性能林業

機械などにより機械化が進んでいるが、植栽、下刈りなどの造林・保育作業は依然として

人力作業のままである。一方、近年コンパス測量や立木調査などの作業をドローンや地上

レーザー等の新しい技術を活用したものに置き換える動きが進みつつある。 

このような背景に対し、大館市の取り組みの 1 つとして「スマート林業普及対策事業」

を行っており、地域の森林・林業関係者の意識改革による、スマート林業の確立を目指し

ている。今年度は技術研修会やワークショップを実施した。ワークショップでは一例とし

て林業の魅力を伝えるためのYouTuberや林業マンガといったアイデアが出ている。また、

技術研修会後のアンケートによればドローンは「活用したいがすぐには難しい」という意

見が多いものの、人手が必要な調査ものの効率化はニーズが高いことが示された。また、

QGIS は「活用したい」という意見が多く、ドローンと違い「すぐには難しい」がない分、

導入が進むことが期待される。 

別の取り組みとして「林業ドローン活用実証事業」も行っている。こちらではドローン

による苗木運搬の実証や従来の人力運搬との比較を行った。結果はドローンで簡単に運ぶ

ことができ、運搬時間の短縮にも成功したが、荷下ろしフックにトラブルが生じるなどの

課題もみられた。ドローンからの荷下ろしに関連して法令や許可制度にも精通した技術者

の養成も望まれる。この実証事業はテレビ局や林野庁の広報誌に取り上げられた。工夫が

PR につながることは今後の取り組みのヒントとしていきたい。 

林業は 3K（きつい、きけん、きたない）と言われているが、スマート林業をそのイメ

ージを払拭する手法として地域一体で考えていきたい。ICT の活用で若手の注目が得られ

る業界にしていきながら、収益を山元へ返す仕組みを考えていきたい。 

 

 

写真 4-3 大館市の事業報告の状況 
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表 4-7 大館市の事業報告における質疑応答 

Ｑ：導入のための資金を補助するのか、または機械を管理してレンタルによって普及を目

指すのか、市の方向性を教えてほしい。 

Ａ：コロナウイルス感染症対策の交付金の活用により、林業事業体への補助を行い、地元

の 3 社がドローン、GNSS の導入に踏み切っている。市で機械を管理するのではな

く、事業体が抱える課題解決の手法として使っていただく。一緒に考えながら解決を

目指していきたい。 

 

Ｑ：国有林との連携のアイデアがあれば教えてほしい。 

Ａ：今回の現場は皆伐再造林している大館市有林の現場。傾斜や距離など現場によって条

件が変わってくるので、実証の場として国有林のフィールドも活用できればと考えて

いる。 

 

Ｑ：地道な活動の積み重ねによって林業関係者の意識の変化は感じるか。 

Ａ：大館北秋田地域林業成長産業化協議会協議会の協力もあり、地域内外への取組みに目

が向けられるようになった。川下、川中、川上の逆のアプローチなど、面白い試みも

あった。集まる場を作っていることに意味がある。結果を残せるよう頑張りたい。 

 

 

表 4-8 大館市の事業報告に対するコメント 

井上氏 

大館市のスマート林業の取組みは有名。ドローンや地上レーザー等のハードウェアを

活用するにあたっては、ソフトウェアの方でもデータにどのような価値を出せるか研究

し、データの活用方法などを所有者や川中、川下などの関係者と検討するともっと面白

くなる。スマート林業が目指す山の姿、産業界の姿など、ビジョンを示すことで協力が

得られやすくなる。 

 

田子氏 

現在の木材市場は、優良大径材、高付加価値材と一般材に二極化している。事業継続

のためには従来の林業からの転換が必要であること、その結果が地域にプラスになるこ

とを事業者に示すこと。それを実感できる場面、戦略があれば、時間はかかってもスマ

ート林業は浸透する。 
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4.3. アンケート結果 
講演会の参加者 42 名中 24 名よりアンケートの回答を得た。回答者の年齢構成は、30 代

と 40 代がそれぞれ 8 名、7 名で合わせて半数以上を占めた。また、回答者の職種は林業関

連が最も多く、行政関連や ICT 関連からも参加があった。 

 

 

図 4-1 参加人数、アンケート回答者の構成 

 

表 4-9 アンケート回答者の職種 

職種区分 回  答 人数 

林業関連 
林業、一般製材所、建設業、建設

コンサルタント、運送業 
8 

行政関連 公務員、行政 6 

ICT 関連 IT 通信系、情報サービス 2 

その他 会社員、団体職員、事務 4 

未回答  4 
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問１ 本日の講演会の内容全般について、ご満足いただけましたか 

講演会の満足度は回答者 21 名中 18 名が「やや満足」または「満足」と回答していた。

選択理由には「役立つ情報」や「スマート林業についての理解」を持ち帰ることができたと

いうものが多く、また「関係づくり」の重要性に気づいたというものもあった。 

 

 

 

具体的な理由 

・井上さんの話が面白かった。ためになる。【林業】 

・将来の林業に向けての考えとしては、少し理解できた。が、一寸現実離れにも感じた。【林

業】 

・DX の考え方が参考になった。【建設コンサルタント】 

・”〇〇 改革”と言うと、どうしても技術とか利益にばかりフォーカスされやすい中で、「人

とのつながり」、「関係構築」が非常に重要だという超アナログなキモがあることを、すごく

わかりやすくお話してくださったため。【会社員】 

・田子様の林業への思いや謙虚なお人柄に森林組合様の改革も進むのではないかという期待や

希望を感じました。【会社員】 

・林業・森林を越えた広い視点からデジタル変革についての説明が示唆に富む／デジタルを活

用しての実際のコスト低下と認証材の市場での価格向上への取組、こうした流れを単なるイ

ベントで終らせないとの意気込みについて【団体職員】 

・技術的なことはもちろんだが、それよりも”関係づくり”や体制を整えることが大事だと理

解できた。【事務】 

 

図 4-2 満足度および理由 
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問２ 現在、ご自身の業務などで抱えておられる問題点、課題はどのような内容でしょうか 

問題、課題として「人材・後継者の確保」、「再造林に対する行政の動き」、「川上－川中－

川下の連携」、「スマート林業技術の現場への適用」が挙げられたほか、「世代を超えた議論

が必要」というものもあった。その他に、「図が現地と一致していない」、「ドローン操作、

パソコン処理」というものも挙げられた。 

 

表 4-10 回答者の抱える問題、課題 

・この講演で、たしかにどんな山にしていきたかった、どうしていきたいかなど、あまり

考えて仕事していなかったかもしれない。それを思えれば皆が目標に向かえる。【林業】 

・依然として人材の確保が進まない現状にあります。労働条件の改善が必要かと思います

が簡単ではない。【林業】 

・1. 林業従事者の問題（後継者）2. 森林所有者の林業離れ投資対効果【林業】 

・今後の再造林に対する行政の動き。【林業】 

・川上、川中、川下がそれぞれ自分たちのことしか考えていない。お互いのことを知り協

力していかないと、日本の木材産業はただただ衰退するだけだと感じ不安しかない。【一

般製材所】 

・民有林の林小班図や公図が現地と一致していない場所が多い。【建設業】 

・様々なスマート林業技術が出されてきているが、具体的な成果が見えない為、導入に踏

み切れないことが多い。【運送業】 

・再造林の拡大・経営管理制度【行政】 

・自分達のもっている技術でいかに林業に貢献できるか【情報サービス】 

・特になし。【IT 通信系】 

・人材不足。実際の現場で使用できるスマート林業技術がまだ未完成であること。【団体

職員】 

・（林業に直接関係ある業務ではないが…）DX のお話の中でもあった、立場や年代を超

えた議論が難しい。（年配の方が意見を聞く耳を持たない）【事務】 

・ＩＣＴが取り入れられない職場（理解されない／普及していない） 

・ドローン操作、パソコン処理がこれからの課題です。 
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問３ 講演会プログラムはいかがでしたか。改善した方が良いと思われる項目があればご提

案ください 

講演会プログラムの日程・時間帯、開催場所、構成に関する満足度は、いずれの項目も「満

足」が過半を占めた。改善項目には「もう少し話を聞きたかった」というもののほか、リモ

ート講演であったことについて、演者と会場との距離を縮める工夫が必要というものもあっ

た。 

 

 

 

改善項目 

・もう少し聞きたかった、正直…【林業】 

・コロナ対策も十分に意識されていたように感じました。【建設コンサルタント】 

・ドローン活用実証を行った際の現場（林業事業体）の意見も聞きたかった。【公務員】 

・リモートによる講演会では「講師の方が会場の雰囲気、熱気がわかりにくい」。参加者

も「どうリアクションすればいいかわからない」状況になりやすいので、そのあたりは

ぜひ司会進行でそのミゾをうまく埋めてくれればいいなと思いました。【会社員】 

 

図 4-3 講演会プログラムについて 
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問４ 本日の講演会で参考になったポイントがありましたらお聞かせください 

自由記述には講演会に参加した感想や、関係づくり、コミュニケーション、情報発信等が

必要、重要という記述がみられた。 

 

表 4-11 参考になったポイント 

・スマート林業のあり方、考え方が少し変わった。【林業】 

・いわき市の田子組合長さんの話が印象的であった。川上から川下までの全体としての取

り組みについて、あくまで本音で問題・課題を出し共有しているとの話には共感するも

のがありました。【林業】 

・「関係づくりから始めないと壁は越えられない」このワードにとても心惹かれました。

今の自分たち林業に何が必要で、何をしていかなければならないのか？とても考えさせ

られました。よりいい林業にして行くため日々頑張りたいと思います。まずはできるこ

とから… 

・若手による事業改革が今後は必要となってくる事。いままでよりも社外へのコミュニケ

ーションをとっていく事が必要となってくる事。【運送業】 

・大館市の取組は報道で見ておりましたが、実際話を聞いてすばらしい取組と感じた。【公

務員】 

・初めてオンラインの講演に出席しましたが、進行がスムーズで良かった。【公務員】 

・単純にスマート林業等に関する知識が不足していたので、全ての内容において参考にな

りました。【公務員】 

・利害を超えたつながりをつくり、新しい価値を生み出す事が必要である事。【情報サー

ビス】 

・勉強になったので、実務部分への落とし込みを始めたい。【ＩＴ通信系】 

・＜DX を成功させるポイント＞「豊かな世界・地域をつくっていこう」という大きい視

点を持ったリーダーが、「人と人をつなげる」働きかけをし、志をひとつにできるチー

ムをつくって周囲への影響力を高めていくこと。【会社員】 

・DX は MaaS、林業のみならず様々な分野への対応ができる。多様化したニーズに対応

するために、デジタル変革が必要と考えます。反対に川中、川下である木を使うという

点から、地域の資源の有効化により、アナログな物作りなど地域の魅力を発信できると

思う。 
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5章. 今後に向けて 

 

前年度事業で実施した研修会に続き、本年度は広範に地域の森林・林業関係者の意識改革

を促すという趣旨で、体験することを重視した研修会のほか、ワークショップによる交流、

先端技術の状況や活用事例を紹介する講演会を行った。前掲した図 5-1 の通り、ICT の導

入には技術面とコミュニケーションの両面からの推進が必要であり、今回の取組では研修会

において技術面を、ワークショップにおいてコミュニケーションを強化することができた。

ただし、段階としては「ICT の周知・体験」、「コミュニケーションの基盤づくり」に留まっ

ているので、さらに「現場での ICT の実証・評価」、「課題・対策の共有」に進めていくべき

と思われる。 

ドローンおよび GIS の研修は 2 年目となったが、アンケート結果によればそれらに対す

るニーズは高いものの、実際に導入した事業体は少ないとみられる。次の段階としては、ICT

化に関わる障壁、ハードルを下げていくことが必要であり、実証的な導入によるメリットの

明確化や課題への対応も必要と考えられる。また、事業体への ICT 機器の導入については

補助金などによる支援も考えられる。 

ワークショップでは参加者のアイデアや現状に対する意識を共有することができ、森林・

 技術 

ICT 等の先端技術を活用して、生産性を向上するとともに、林業を安全

で働きやすく、魅力ある職場として担い手の確保・育成を進める。 

目 

的 

ア
ク
シ
勒
ン 

ICT の周知・体験 

現場での ICT の実証・評価 

各社における ICT の導入 

関係者間等の 

コミュニケーション基盤づくり 

林業の構造変化、高齢化や３Ｋによる担い手の減少 
背 

景 

課題・対策の共有による合意形成 

図 5-1 スマート林業の推進のイメージ（再掲） 
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林業関係者と ICT 業者の相互理解という狙いを達成できた。アンケート結果によれば交流

を持てた事について肯定的な意見が多く、今後も指摘のあった点をふまえながら、たびたび

コミュニケーションの機会を設けていく必要もあると考えられる。 

講演会ではスマート林業で様々なデジタル情報を駆使したハードウェアや通信技術の活用

を推進する一方で、それらの導入にあたっての合意形成等においてアナログなコミュニケー

ションの重要性が示されており、ワークショップ等を通じたコミュニケーションが実際の技

術導入につながることが期待される。 

林野庁「スマート林業構築普及展開事業」では技術面における人材育成について、図 5-2

のように林業事業体の中にコア技能者を育成するとともに、外部組織の支援者が必要である

としている。大館市では、これまで現場技能者へ幅広く研修を行ってきたが、実践的な段階

に進むため、コア技能者や経営者向けの研修も進めるとともに、地域の中で外部組織の支援

者となり得る立場の者を検討する必要があると思われる。 

 
令和２(2020)年度 スマート林業構築普及展開事業報告会（林野庁） 

スマート林業実践対策及び構築普及展開事業の概要説明資料より 

 

図 5-2 スマート林業における人材育成の工夫 

 

林野庁「スマート林業構築普及展開事業」ではコミュニケーションについては、合意形成

の場として協議会等の設立の必要性を示しており、大館市においてはすでに基盤となる体制

は整っている。ICT とは「情報とコミュニケーションの技術」であることから、現場内での

コミュニケーションに留まらず、同じ業界内でのコミュニケーションや川上－川中－川下と

いった業界間でのコミュニケーション、林業業界から木材ユーザーに対するコミュニケーシ

ョンといったことも考えられる。今年度は森林・林業と ICT 業のコミュニケーションを実

施したが、さらに幅を広げていく必要もあると思われる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者募集リーフレット 
  



 

 

  



 

 

 

資料 1 募集リーフレット（研修会） 



 

 

 

資料 2 募集リーフレット（ワークショップ：表面） 

 



 

 

 

資料 3 募集リーフレット（ワークショップ：裏面） 

 



 

 

 

資料 4 募集リーフレット（講演会） 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマート林業講演会資料集 

  



 

 

  











































































































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域林政アドバイザー事業 スマート林業普及対策業務 02-42TR-01 

業務報告書 

令和 3 年 2 月 

 

業務受託：一般社団法人 日本森林技術協会 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 番地  
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